









































































































































































































NO キー・ワード 度数 NO キー・ワード 度数
1 疲れを癒す B 2 リラックス A3 ストレスからの解放 A 4 自由 B
5 心身の癒し A 6 会社・都会からの解放 B
7 悩みからの解放 B 8 休息 A
9 気持ちのゆとり A 10 他人の目が気にならない C
11 現実逃避 A 12 リフレヅシュ B
13 新鮮な気持ちの誕生 A 14 静 C
15 自分の見直し C 16 新たな自分の発見 C
17 意識の再活動 C 18 生活のアクセント B
19 人間の成長 A 20 テンションが上がる C
21 生活のマンネリ防止 A 22 思い出作り A
23 娯楽 A 24 親睦を深める A
25 新体験 A 26 刺激 A
27 建造物 B 28 名所めぐり A
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観光地が考慮すべき問題点
29 特産物 A 30 名物料理 B
31 グルメ料理 B 32 地場料理と味 A
33 伝統行事 A 34 イベント B
35 自文化の再発見 C 36 文化交流 A
37 異文化交流 A 38 現地の人と出会う A
39 景色 B 40 季節感 B
41 道程 C 42 散策 C
43 お土産 C 44 温泉 A
45 観光スポット B 46 特有の自然 A
47 違う一日の経験 B 48 人生経験 A
49 一人旅 A 50 グループ旅 A
51 環境が違う B 52 好奇心 C
53 休日の活用 A 54 物理的余裕の不足 C
55 コスト（値段） A 56 距離 B
57 バイト C 58 夏休み A
59 人数 C 60 海外旅行 A
61 日帰り B 62 レンタカー B
63 電車 C 64 バス B
65 割引券 B 66 海 A
67 老人会 B 68 子供会 B
69 大安 C 70 仏滅 C
71 気分転換 B 72 家族旅行 B
73 ツアー旅行 A 74 新婚旅行 A
75 傷心旅行 C 76 楽しみ A
77 日数 B 78 アクセント B
79 つきあい C 80 冬休み B
81 春休み B 82 ゴールデンウィーク A
83 有給 C 84 連休 A
85 久しぶり C 86 ゆっくり B
87 申し込み C 88 泊まり A
89 暇 B 90 喜び B
91 民芸品 B 92 美術館 C
93 博物館 C 94 公園 C
95 遊園地 B 96 遺跡 B
97 卒業旅行 B 98 気象 B

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 全体計画・組織 総合・相互利益達成モデル マスタープラン
4 行　　動 「有効・透明」運営組織
　行動の流れ
1。市民　　2．民間
3．自治体　4．政府
（本学経営学部教授）
参考文献
安藤ゼミナール所有のアンケート調査
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